


おじゃまします
学びの庭に

海外からの旅行者や、技能実習生など、外国の方と接する機会も身近になっております。
そこで、大学での取り組みなどから、市民生活の中での「国際交流」について学ぼう、と今回のテーマを選びました。
まずは、ご自身の留学体験をもとに、現在の天職にたどりついたという東北大学・末松和子先生のお話を伺いましょう。

日本人と留学生が「共修」で成果
はがき、FAX、E-mailのいずれかで、①住所、②氏名、③年齢、④職業、⑤電話番号、⑥クイズの答え2つ、
⑦「まなびのめ」の入手場所、⑧内容についての感想を明記して編集部までご応募ください。
※当選の発表は発送をもって代えさせていただきます。
※応募いただいたお客様の個人情報は弊社主催のイベント案内、
連絡及び発送に限り利用させていただきます。

応募
方法

【応募締切】2019年5月31日　当日消印有効

懸賞懸賞

Q.1  末松先生が担当する課題解決型プロジェクト授業のタイトルは？

正解者の中から抽選で3名様に
図書カード1000円分をプレゼント

図書カードを
当てよう！

※応募にはQ1とQ2両方の答えが必要です。石川真作先生の記事もご覧ください。※応募にはQ1とQ2両方の答えが必要です。石川真作先生の記事もご覧ください。

懸賞

 東北大学が進める「異文化間交流」
　グローバルラーニングセンターの副センター長として、留学
生の受け入れと支援、日本人学生の留学派遣などを担当してい
ます。これらの業務、授業、研究に加えて海外出張も多いため、
スポーツジムでの体力維持が欠かせません（笑）。東北大学の
学部・大学院の学生・院生約 18,000 名のうち、1割近くは海
外からの留学生です。研究生や短期の研修生などを含めると、
年間 3,000 名以上の外国人が学んでいます。最多の中国をは
じめアジアからが 8割以上を占めますが、出身地は世界中に
及んでいます。受け入れも派遣も増加しているものの、東北大
学のポジションと規模を考えれば、十分だとは思っていません。
　グローバル化が進む一方で、日本では人口減少が始まりまし
た。私たちが今の豊かさを維持し、発展させようと思えば、こ
れまで以上に他国との関係を深めなければなりません。ただ私
は、国際交流より「異文化間交流」という言葉を積極的に使っ
ています。国籍や出身国にかかわらず、言語・宗教・生活習慣
など人々が生きている文化は様々です。既に私たちの町には、
そうした多様な人々が暮らしているのです。
　同じ言葉を用い発想も近い人たちが集まれば、決まった仕事
を効率的にこなすには良いかもしれません。しかし変化が速い
現代では、多彩な人材が力を合わせ、新たな技術や価値を生み
出し続ける必要があります。生活や産業などあらゆる面で、異
文化間交流はもはや前提になっているのです。
　そして私は、教育こそが異文化間交流のカギだと考えていま
す。東北大学は日本の中でも、異文化間教育や国際教育の先駆
的存在です。留学生に日本語や日本の文化を教えたり、日本人
学生向けに外国語やグローバル教育科目を開講したりするだけ
でなく、両者の「共修」に実績があります。
　私は現在「異文化間コミュニケーションを通じて世界を知ろ
う」という授業と、英語で行う課題解決型プロジェクトの授業

を持っています。前
者の授業では、日本
人と留学生がそれぞ
れ半数ずつになるこ
とが多く、全部で
30～40 名 ほ ど で
す。5，6 名ずつが
グループになり、最

初は私が提供したテーマに沿って、次に自分たちが氣になる社
会問題を巡って討論します。授業は基本的に日本語なので日本
人学生が議論を主導することが多いのですが、タイミングを見
て「今から 30分間は英語を使いなさい」と指示すると、今度
は留学生たちの発言に日本人がたじたじに…（笑）。
　こうして言語や文化の異なる学生同士が、授業で真剣に交流
することの意義は計り知れません。相互理解を深めながら、他
者に配慮し、自分を見つめ直し、新しい価値観を獲得する経験
ができるのです。わずか 15回の授業ですが、最後には日本の
高校生たちを相手に自分たちの学習成果を伝え、議論への参加
を促し実行するという、高いハードルを乗り越えてくれます。

 米国留学で厳しさも経験
　もう一つのクラスは、「キャンパス国際化への貢献」という
課題解決型の授業です。主に英語で行われ、日本人学生は「少
数派」。留学生と協働し、大学のさらなる国際化を目標にプロ
ジェクトを立ち上げ、実行しなければなりません。
　学生たちはしばしば、無謀とも思えるアイデアで動き出して
しまいます。日本人学生は外国人の無計画さに腹を立てたり、
行動力に触発されたりします。外国人学生は日本人の綿密な計
画に感心したり、なかなか自分の意見を述べない消極性にあき
れたりします。しかし、共通の目標に向かって次第に歩み寄り、
最後には、何とか形にしてしまうのです。
　東北大学の留学生への以前の調査では、日本人の友人の数は
「0から 2人」という回答が最多でした。そこで「クラブ・サー
クルにもっと留学生を」というテーマでパンフレットを作った
り、大学や日本人学生に働きかけたりするというプロジェクト
で結果を出したチームもあります。
　私は米国の大学と大学院を出ていますが、最初から海外で学
ぼう、働こうと思っていたわけではありません。日本の大学で
教員を目指しながらも「これは本当に私がしたいことではない」
と思うようになり、2年生の時に海外行きを決断したのです。
　おじが米国の大学で学位を取っていたこともあって、米国に
行くことに迷いはありませんでした。しかしインターネットな
ど無い時代です。留学や編入の知識も無いまま、自分で集めた
情報だけを頼りにいくつかの大学に英文の手紙を書きました。
その中から「日本人はいないが来なさい」と返信してくれたミ
ネソタ州の大学で学ぶことにしたのです。
　英語の勉強は苦手ではなかったものの、会話力はゼロです。

簡単なあいさつしか出来ないのに渡米し、3日目にパスポート
を失くして途方に暮れました。警察に行っても話がまったく聞
き取れません。再発行のパスポートを手に入れるまで大変な思
いをし、会話の学習意欲が大いに向上しました（笑）。
　大学は、ほとんど白人ばかりが住む小さな町にありました。
外国人は私を含めて数名。最初のうちはとにかく英語を聞こう、
話そうと、懸命に努力しました。しかしやがては疲れ果てて人
と会うのも嫌になり、部屋にこもってしまいます。インターネッ
トは無いし国際電話も高かったので、日本との通信は主に手紙
です。日本語が恋しくてたまらず、人の絵を描いて壁に貼って
話そうかと思ったほど追い詰められました。
　環境を変えようと、1週間ほどニューヨークに滞在した機会
に、日本領事館で情報を集めました。米国では入学後も、志望
や能力に合わせて大学を移ることが珍しくありません。ニュー
ジャージー州の大学で、経済学を専攻することにしました。
　卒業後は日本商社のニューヨーク支店に、女性初の営業職で
採用されます。仕事は楽しく、高い評価もいただきました。し
かし出張で当時はまだ貧しかった中国や東南アジアを訪れるた
びに、かつて目指した教育の仕事に対する思いが募っていった
のです。豊かな日本や米国に生まれ、高い教育が受けられるこ
とは当たり前ではありません。商社で働き続けるよりも、教育
で社会の役に立ちたいと思うようになったのです。

 留学生はみんな日本が大好き
　そんな時、同じく米国で働く日本人の夫と知り合いました。
結婚を機に 4年で会社を辞め、インディアナ大学の大学院に
入ります。2人の子を産み、育てながら言語教育を修めました。
　主な研究テーマは「留学生の文化適応と適切な支援がもたら
す効果」です。自分の体験も活かして留学生心理の理解や支援
の方法を調査し、考えました。留学生だけでなく、支援する側
の成長やメリットにも注目したことで、特に高い評価がいただ
けたようです。論文を書くだけでなく、留学生の支援システム
を提案し、構築に関わりました。留学生としては初めてとなる
総代としてのスピーチを務めることもでき、大きな充実感が得
られたのです。
　「留学生支援こそ自分の天職」と確信する中、まさにその担
当者を東北大学が公募していることを知り、応募して選ばれま
した。夫は米国での仕事があるため、幼い子ども 2人を連れ
て帰国しましたが、日本では実家暮らしの経験しかありません。

住い探しや各種の手続きなど、まるで自分が留学生になったよ
うな大変さでした。
　夫が帰国するまでの 5年間を乗り切れたのは、周囲の方々
のご協力のおかげです。関西生まれの私から見ると、東北の方々
は最初は取っ付きにくいのに、打ち解けると驚くほど親切で頼
りになります。これは留学生にとっても同じでしょう。
　外国人店員がコンビニエンスストアの 24時間営業を支え、
外国人の子が地域の学校で一緒に学んでいます。日本にいる外
国人たちは日本を選んで来てくれたわけですし、特に留学生は
みんな日本が大好きです。先進国はどこも高齢化・少子化・人
口減少という課題を抱えています。外国人の受け入れは避けら
れないだけでなく、先進国同士は受け入れを競い合うライバル
でもあり得るのです。
　私は担当の留学生と、受け入れ時に必ず個別に面談します。
最初にお互いを知り、文化の違いを認め合うことが大切だから
です。皆さんにも留学生や外国人を温かく受け入れていただけ
ればと思いますし、困っていたらちょっと手を貸していただき
たいと願っています。交流すれば、きっと新鮮で豊かな経験が
できるはずです。私もさらに実践と研究を深め、その成果を発
表・公開することで、国際交流に貢献していくつもりです。
（取材＝2019年 2月 12日／
東北大学川内キャンパス　教育・学生総合支援センター西棟 3階　末松研究室にて）

東北大学 高度教養教育・学生支援機構 教授
専門＝異文化間教育学・国際教育

末松　和子先生
《プロフィール》（すえまつ・かずこ）大阪府生まれ。米国ラトガーズ大学経済学部卒業。
総合商社に勤務後、米国インディアナ大学言語教育学科で修士・博士号を取得。教育学
博士。2003 年、東北大学大学院 経済学研究科 国際交流支援室に講師（留学生担当）と
して着任。准教授を経て、2013 年より現職。東北大学総長特別補佐（国際交流担当）。
東北大学グローバルラーニングセンター副センター長。著書（共著）に『多文化間共修：
多様な文化背景をもつ大学生の学び合いを支援する』など。近く『留学生とともに学ぶ
国際共修：効果的な授業実践へのアプローチ』を東信堂より刊行予定。世界各地のポストカードが壁一面に



す。ドイツ語やドイツの文化を教え、その後も職業訓練を行う
ことで、社会からの逸脱を防ごうとしているのです。一方日本
では、小中学校の教育を受けることなく家で過ごしている外国
籍の子どもが少なくありません。今手を打たないと、言葉もわ
からず不安や不満をかかえたままの人が増え、将来の社会不安
や社会保障コストの上昇につながりかねないのです。
　私は愛知県豊田市の出身です。重工業が盛んで、外国人労働
者の存在は当たり前のように感じていました。日本からの「移
民」の子孫である日系ブラジル人が増えた時には、「夜遅くま
で騒ぐ」「ゴミ出しルールを守らない」などのトラブルもあり
ましたが、地域の住民組織や市民活動団体が、丁寧なコミュニ
ケーションで解決していったのです。その経験と知恵が後に自
治体の、さらには国の施策に活かされることになりました。
　「国際交流」という言葉が表しているのは、国と国との間の
関係です。しかし地域や職場に外国人が当たり前のようにいる
状態を表す言葉としては、「多文化共生」の方がふさわしいと
思います。「外国人は文化が違う」と考えるのではなく、「外国
人を含むこの状態こそが、職場の、地域の、今の日本の文化だ」
と考えるべきではないでしょうか。
　私はしばしば、学生たちを連れて宮城県の沿岸部に調査に行
きます。ある水産加工場では、インドネシアから来たたくさん
の技能実習生の女性たちが働いています。彼女たちは若く、学
生たちとすぐに打ち解けます。男子学生の一人はやたらと人氣
があって、「日本人の女子にはこんなにモテません」と言いつつ、
一緒に写真に写ってほしいと列を作る彼女たちと、楽しそうに
話していました。
　皆さんも国籍や言葉のことは一度置いて、同じ人間同士とし
て外国人と接してみませんか？「外国人労働者問題」や「日本
の将来」について考える時も、そうした個人との交流の経験こ
そが、一番役立つのではないかと思います。
（取材＝2019年2月28日／東北学院大学土樋キャンパス　1号館8階　石川研究室にて）

おじゃまします
学びの庭に

「国際交流」のお二人目は、東北学院大学の石川真作先生。
お話を伺うと、「国際交流」という言葉や考え方はちょっと古いようです。
氣がつけば身近に外国の方が増えている現状で、私たちが学び、考えるべきポイントとは…。

外国人急増の日本はドイツに学ぼう
はがき、FAX、E-mailのいずれかで、①住所、②氏名、③年齢、④職業、⑤電話番号、⑥クイズの答え2つ、
⑦「まなびのめ」の入手場所、⑧内容についての感想を明記して編集部までご応募ください。
※当選の発表は発送をもって代えさせていただきます。
※応募いただいたお客様の個人情報は弊社主催のイベント案内、
連絡及び発送に限り利用させていただきます。

応募
方法

懸賞懸賞

Q.2 「国際交流」から進んだ、より現状を表すのにふさわしい考え、言葉とは？

正解者の中から抽選で3名様に
図書カード1000円分をプレゼント

図書カードを
当てよう！

※応募にはQ1とQ2両方の答えが必要です。末松和子先生の記事もご覧ください。※応募にはQ1とQ2両方の答えが必要です。末松和子先生の記事もご覧ください。

懸賞

【応募締切】2019年5月31日　当日消印有効

 東北で増え続ける外国人労働者
　日本には今、宮城県の人口より多い 260 万人以上の外国人
が暮らしています。これは日本の人口の 50人に 1人、約 2％
にあたり、統計を取り始めた 1959 年以降、最多となってい
ます。
　この4月からは、改正された「出入国管理法」が施行されます。
少子化・高齢化・人口減少の日本では人手不足が深刻です。こ
れまでは外国人労働者を、原則 3年以内の「技能実習生」な
どの形で受け入れてきました。今後は原則5年までいられる「特
定技能 1号」と、事実上は永住も可能で、家族も呼び寄せら
れる「2号」という在留資格で働く人が増えていくでしょう。
　かつての外国人労働者は、短期間だけ働く「出稼ぎ」型の人
がほとんどでした。しかし日本で働き続けたい、住み続けたい
という人が増えてきて、雇う日本人や企業の側も「技能を身に
つけた人に帰られては困る」と思うようになったのです。
　外国人が、家族みんなで来日できるようにしてはどうでしょ
う？　欧米諸国のように、永住や国籍取得が前提となる「移民」
制度を作ってはどうでしょう？　こうした政策に対しては、根
強い反対や不安の声があります。昨年 12月の国会で出入国管
理法が改正された際も、激しい議論が交わされました。現在は
家族の帯同を厳しく制限し、「移民としては受け入れない」と

いう制度になっています。しかし人手不足が続けば、さらなる
変更が避けられないでしょう。
　近年、日本で外国人の増加が特に目立つのは東北地方です。
他の地域より少子化・高齢化・人口減少の進行が速く、8年前
の東日本大震災がそれに拍車をかけました。
　宮城県の外国人は、まだ人口の 1％弱です。大学や日本語学
校で学ぶ留学生が多い仙台市だと、「コンビニエンスストアや
居酒屋で外国人のアルバイトをよく見かける」という程度の感
覚かもしれません。しかし実は建設現場では、既に多くの外国
人が働いています。また外国人が目立たないのは、アジア出身
の人々が日本人と区別がつきにくいからでもあります。
　津波被害を受けた沿岸部では、事態はずっと進んでいます。
水産加工業などは人手不足がきわめて深刻で、もはや技能実習
生なしには地域経済が成り立ちません。雇っている人や企業に
聞くと、日本人の特質だと思っていた真面目さ、器用さ、粘り
強さ、素直に学ぶ姿勢などは、外国人も全く変わらないそうで
す。日本人が避ける仕事を引き受けてくれる外国人が、仕事を
覚えた頃の 3年で帰ってしまうことを強く嘆いていました。
　接客、建設、農業、食品加工、介護などは、人手不足が切迫
しています。女性・高齢者の活躍や、新しい技術の導入だけで
は全く追いつきません。もう私たちは外国人を、職場や地域に
仲間としてどう受け入れるかを、考えざるを得ないのです。

 日本に先行したドイツの試行錯誤
　私の専門である文化人類学は、人間の集団が営む生活様式や
言語、慣習、信仰などの文化を調べ、記録・比較する学問です。
本来対象としてきた集団は国レベルより小さい共同体社会で、
現地に入って調査する「フィールドワーク」を重視します。
　私は最初、日本の古代史を学ぼうと思って大学に入りました。
ところが授業でフィールドワークの面白さを経験したことか
ら、文化人類学で卒論を書くことにしたのです。大学院に進み、
イスラム世界がキリスト教のヨーロッパと接するトルコ共和国
を研究対象に選びました。当時NHKのテレビで放送していた
「シルクロード」というドキュメンタリーを見て、トルコのルー
ツであるオスマン帝国の歴史に魅力を感じていたからです。
　ドイツでベルリンの壁が崩壊したのは、1989年から翌年に
かけてトルコに行きトルコ語を学んでいたまさにその時です。
私も現地を訪ね、ブームに乗って壁の一部を記念に持ち帰ろう
としました。壁が固くてカケラが取れずに困っていると、何

とノミとハンマーを貸し出す商売をしている人がいたのです
（笑）。話してみるとトルコ人で、小遣い稼ぎだとのこと。当時
の西ドイツはトルコから多くの労働者を受け入れ、定住化が進
んでいたのです。
　本当はトルコで、少数派集団を調査したいと思っていたので
すが、希望していた東部地域には、政情の問題で入れませんで
した。そこでベルリンの経験から、ドイツの少数派集団である
トルコ人を研究するのも面白いのではと考えました。
　1990 年に統一されたドイツ連邦共和国に、その 2年後か
ら毎年のように入りました。1994 年からの 2年半は現地の
大学の研究員として、デュースブルクという、ルール工業地帯
を代表する工業都市に滞在しました。
　第 2次大戦後、西ドイツは急速に経済が成長し、人手不足
から外国人労働者を受け入れました。しかし欧州諸国からだけ
では全く足りず、トルコ人に来てもらうことで苦境を脱出しま
す。当初の制度は日本の技能実習生と同じで、最長 3年での
受け入れでした。ところが、やはり定住希望者が増え、雇う側
も帰られては困る状態になったことから、更新を繰り返すなど
して定住化が進んだのです。
　トルコ人はほとんどがイスラム教徒で、本来は毎日 5回の
礼拝や定めに従った断食などの習慣があります。ドイツに住み
ながら、母国と同じように生活することは困難でした。ドイツ
人の側も、トルコ人への違和感や不安、偏見がゼロではありま
せん。両者の間には多くの問題が発生しました。
　今、ドイツの人口約 8,300 万人のうち「移民の背景を持つ
人々」は1,600万人で、そのうち400万人がイスラム教徒です。
外国人の割合が 1割、外国にルーツがある人を含めると 2割
にも上るのです。
　ドイツにも外国人労働者や難民を積極的に受け入れようとす
る立場から、ドイツ人やドイツという国の独自性を保とうとし
て移民の受け入れに慎重な立場まで、今も様々な考え方があり
ます。しかしドイツは、50年にわたって施策や法改正の試行
錯誤を繰り返してきたのです。私は外国人が急増しつつある日
本は、ドイツの歴史に学ぶべきだと思います。

 「国際交流」から「多文化共生」へ
　私がドイツに学ぶべきことの第一に挙げたいのは学校教育で
す。日本の義務教育は日本国籍を持つ子どもだけが対象です。
しかしドイツでは、外国籍でも全員が義務教育の対象になりま

東北学院大学 経済学部 准教授
専門＝文化人類学・多文化共生論

石川　真作先生
《プロフィール》（いしかわ・しんさく）1965 年愛知県生まれ。立教大学文学部卒業。
立教大学大学院文学研究科博士後期課程退学。博士（文学）。ドイツ連邦共和国デュース
ブルク大学研究員、京都文教大学助手、国立民族学博物館研究員等を経て、2015 年よ
り現職。
著書に『ドイツ在住トルコ系移民の文化と地域社会』、共著書に『ヨーロッパにおける移
民第二世代の学校適応』『ヨーロッパ人類学の視座』『周縁から照射するＥＵ社会』など。



このマークはイベント参加について
の有料・無料または事前申込の有無
について記しています。

有料 無料 要申込 申込不要
参加体験記

　佐藤健先生が講座の結論としてお話しされていた「大人から子供
まで地域ぐるみで地域の自然や歴史を理解する」ためのデータベー
スが、学校を核として整備されることの防災・減災的意義を学びま
した。その可能性に期待し、地道な防災教育の実践を重ねていきた
いと思います。� （仙台市太白区　山あり谷あり）

■講座仙台学 2019「繰り返す宮城県沖地震を通して見る仙台の
歴史と防災」

� 講師：東北大学災害科学国際研究所 教授　佐藤　健　氏
2019年 2月 9日（土）　15:00 ～ 16:30　仙台市市民活動サポートセンター　6階セミナーホール

■市民公開講座No.455「言葉のデザイン」
講師：東北工業大学クリエイティブデザイン学科 助教　阿部　寛史　氏
2019年 1月 25日（金）　18:00 ～ 19:30　東北工業大学一番町ロビー 2階ホール

Web版はより多くの情報を
随時更新しています。

http://www.manabinome.com/
まなびのめ│ 検索

キーワード・タグ
検索も
できます

「まなびのめ」第43号懸賞クイズの
正解は下記のとおりです。

第43号

Q.1 　鈴木玲子先生が振り付けたロコモ予防体操。元になった歌のタイトルは？
答え　ロコモかしこもサビないで

Q.2　災害時に限らず、人が健康であるために最も大切なものとは？
　 答え　ソーシャルキャピタル（社会関係資本、絆）

読者と編集部の
キャッチボール

読者の声

　第 43号 シリーズ「東日本大震災」【8】─健康・衛生─

　毎号素晴らしいです。� （岩沼市・78歳　男性）
編：ありがとうございます。読者の皆様の素晴らしい反響に支えら
れております。

　私は看護師をしているのですが、鈴木玲子先生がおっしゃる「体
操と微笑みが健康を作る」をなんとなく感じていました。そんな時に、
鈴木先生がご自身の体験を元に健康の意義をおっしゃっていたので、
自分の中の体験も相まって腑に落ちました。予防に勝る治療はあり
ません。つながりを大切にこれからも看護師という職を全うしてい
こうと思います。� （仙台市青葉区・35歳　女性）
編：看護師の方も「体操と微笑みが健康を作る」を実感しているの
ですね。体操だけでも悪いことはないのでしょうが、心と身体は密
接に関係しているな、と改めて学びました。さらに今回の記事はお
仕事へのモチベーションにもつながったでしょうか。

　社会人になっても、こんなに学ぶ機会があるのだと、本誌を読ん
で驚きました。� （大阪府豊中市・34歳　男性）
編：今の時代は学びの機会が本当に豊富になり、昔から比べると大
変恵まれた環境にあります。本誌には学びに関する情報が、充実し
た内容でコンパクトにまとめられているので、常にお手元に置いて
活用していただけます。

　毎回読んでいますが、今回特に興味のある内容でした。災害の多
い昨今どのように乗り越えるか、切り拓くか、自分の世代がよく考
えていきたいと思う内容でした。いずれにしても、人との繋がりが
人を救うのだと感じました。� （仙台市泉区・27歳　女性）
編：災害はもう経験したくはありませんが、そうは言っても、災害
対策グッズはもちろん、心や知識の備えも必要ですね。災害のない
平常時に、周囲とのつながりを大切にして良好な関係を築いておき
たいものです。

　「イベント」表示が見易くて良い。「読み物」も内容がよく解った。が、
カタカナが多いのは、時代か。� （柴田郡柴田町・81歳　男性）
編：鈴木先生・小坂先生に共通して登場した「ソーシャルキャピタル」
ですが、もともとは社会学で重視されていた考えのようです。欧米
で使われていたこの考えですが、日本語にすると「社会関係資本」
などと訳されるようです。「社会関係資本」というよりも「ソーシャ
ルキャピタル」と使うのは、学問も日本だけにとどまらず世界各地
との交流が盛んになってきた証でしょうか。

　頭の体操にクイズを活用しています。
� （仙台市青葉区・59歳　女性）
編：最近のクイズは少し難しめなのか、正答率が以前より低くなっ
ているような感じがします。「もしかしたら引っかけかも？」と疑い
ながら挑んでみてください。

　毎号楽しみに読ませていただき感謝しております。災害時に健康
を保つのは絆、体操と微笑みが健康を作る、とてもよい勉強をする
ことができました。� （仙台市宮城野区・92歳　男性）
編：ありがとうございます。当たり前のことすぎてあまり意識する
ことも少ない「絆」の大切さですが、やはり人間は一人では健康に
生きてはいけないということなのだと感じました。

その他のお便りと編集部からのコメントはWeb版でご覧いただけます。

参加体験記

※登場者（講師、演者、担当者）については敬称略 ※登場者（講師、演者、担当者）については敬称略

5
MAY

4月20日（土）宮城大学公開講座：続・心のサプリメント　
〜ストレス & エニアグラム〜
講　師　櫻木　晃裕（宮城大学事業構想学群教授）

宮城大学サテライトキャンパス　SS30　2 階 30 名

10:00

▲

11:30

Tel 022-377-8319宮城大学
http://www.myu.ac.jp/site/renkei/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

4月20日（土）記念講演会：スーパークローン文化財に
よる保存と公開
講　師　宮廻　正明（東京藝術大学名誉教授）

東北歴史博物館 3 階講堂

13:30

▲

15:00

Tel 022-368-0106東北歴史博物館他
http://www.thm.pref.miyagi.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

4月21日（日）アースデイ講演会
「地球温暖化と極端現象」
講　師　花輪　公雄（東北大学名誉教授）

仙台市天文台加藤・小坂ホール 50 名

14:00

▲

15:30

Tel 022-391-1300仙台市天文台
http://www.sendai-astro.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

4月27日（土）〜6月30日（日）開館 20 周年記念特別展
「井上ひさしの劇列車」I 期

仙台文学館企画展示室 （発券は 16:30 まで）

9:00

▲

17:00

Tel 022-271-3020仙台文学館
https://www.sendai-lit.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

5月  8日（水）〜6月30日（日）テーマ展示：仙台の近世絵画
―梅関と江稼圃―

東北歴史博物館テーマ展示室 3 （発券は 16:30 まで）

9:30

▲

17:00

Tel 022-368-0106東北歴史博物館
http://www.thm.pref.miyagi.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

5月11日（土）記念講演会：東北の猫たちと人との 
ホットな関係—民俗事例を中心に—
講　師　石黒　伸一朗（村田町歴史みらい館専門員）

仙台市博物館ホール 200 名

13:30

▲

15:00

Tel 022-225-3074「いつだって猫展」仙台展実行委員会（仙台市博物館・ミヤギテレビ）
https://nekoten-mmt.tv/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

5月  8日（水）ろうさい医イはなし：胆嚢の病気について

講　師　徳村　弘実（東北労災病院院長）
東北労災病院１階　待合ホール

13:30

▲

14:15

Tel 022-275-1467 東北労災病院地域医療室
http://www.tohokuh.johas.go.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

5月11日（土）まちなか美術講座「再発見！ 横山華山」

講　師　土生　和彦（宮城県美術館学芸員）
東北工業大学一番町ロビー 2 階ホール

13:30

▲

Tel 022-221-2111宮城県美術館・東北工業大学
https://www.pref.miyagi.jp/site/mmoa/

場　所

主催者

URL

問合先

5月15日（水）第 164 回サイエンスカフェ：生命の部品、タンパ
ク質〜その形と働きをコンピュータで理解する〜
講　師　西　羽美（東北大学大学院情報科学研究科准教授）

せんだいメディアテーク 1 階オープンスクエア

18:00

▲

19:45

Tel 022-217-5132東北大学
http://cafe.tohoku.ac.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

5月18日（土）宮城大学公開講座：未来の食を考える上でのフレーム〜新し
い食のテクノロジーとどう向き合っていけばいいのか？〜
講　師　石川　伸一（宮城大学食産業学群教授）

宮城大学サテライトキャンパス　SS30　2 階 30 名

10:00

▲

11:30

Tel 022-377-8319宮城大学
http://www.myu.ac.jp/site/renkei/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

5月18日（土）記念講演会 1：《祇園祭礼図巻》を読む 
—横山華山の描く華麗な祇園祭の世界—
講　師　八反　裕太郎（本展監修・頴川美術館学芸員）

宮城県美術館講堂

14:00

▲

Tel 022-221-2111宮城県美術館他
https://www.pref.miyagi.jp/site/mmoa/

場　所

主催者

URL

問合先

5
MAY

6
JUN

「まなびのめ」配色法：襲色目（かさねのいろめ）
第44号・春／「桃」（momo）

5月18日（土）記念座談会：二度蘇った機関車 C601

講　師　滝浦　真人（放送大学教授）・長倉徳之進（C601 保存会会長）他
東北福祉大学ステーションキャンパス館 3 階・S300

14:00

▲

Tel 022-728-6612東北福祉大学鉄道交流ステーション
https://www.tfu.ac.jp/rmlc/

場　所

主催者

URL

問合先

5月18日（土）特別講演会：私失敗しないので　
外科手術の限界に挑戦する外科医の仕事術
講　師　加藤　友朗（コロンビア大学医学部外科学教授）

勝山館

16:30

▲

17:30

Tel 022-717-8181東北大学艮陵同窓会
http://www.med.tohoku.ac.jp/gonryo-alumni/

場　所

主催者

URL

問合先

5月19日（日）史料講読講座（3 回連続）

第 2 回は 6 月 16 日（日）　第 3 回は 7 月 14 日（日）
東北歴史博物館 1 階研修室 40 名

13:30

▲

15:00

Tel 022-368-0106東北歴史博物館
http://www.thm.pref.miyagi.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

5月25日（土）東北医科薬科大学附属薬用植物園見学会

東北医科薬科大学附属薬用植物園

10:00

▲

12:00

Tel 022-727-0086東北医科薬科大学
http://www.tohoku-mpu.ac.jp/garden/

場　所

主催者

URL

問合先

5月26日（日）井筒和幸トークイベント
「映画にしてみたい井上作品」
講　師　井筒　和幸（映画監督）

仙台文学館　講習室 100 名

13:30

▲

15:00

Tel 022-271-3020仙台文学館
https://www.sendai-lit.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

5月31日（金）第 58 回リベラルアーツサロン：謎の漢文を解読せよ
—なぜ『西遊記』は漢文の教科書に載らないのか？—
講　師　勝山　稔（東北大学大学院国際文化研究科教授）

東北大学片平北門会館 2 階 エスパス

18:00

▲

19:45

Tel 022-217-5132東北大学
http://cafe.tohoku.ac.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

6月  1日（土）小池光短歌講座 2019（第 112 回）

講　師　小池　光（仙台文学館館長）
仙台文学館 90 名

13:30

▲

15:40

Tel 022-271-3020仙台文学館
https://www.sendai-lit.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

6月  8日（土）記念講演会 2：横山華山ってどんな絵
師？　—近世京都画壇と横山華山—
講　師　井上　海（千代田区立日比谷図書文化館文化財事務室学芸員）

宮城県美術館講堂

14:00

▲

Tel 022-221-2111宮城県美術館他
https://www.pref.miyagi.jp/site/mmoa/

場　所

主催者

URL

問合先

5月22日（水）ろうさい医イはなし：加齢と難聴

講　師　織田　潔（東北労災病院耳鼻咽喉科部長）
東北労災病院１階　待合ホール

13:30

▲

14:15

Tel 022-275-1467 東北労災病院地域医療室
http://www.tohokuh.johas.go.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

　タイトルに惹かれて受講してみました。
　阿部寛史先生は大学で教鞭を執りながら、タイプデザイナーでも
ある、とのこと。タイプデザイナーとは、文字の書体・フォントを
デザインする人のことです。これまでモリサワというフォントメー
カーから「みちくさ」というフォントをリリースしています。
　フォントデザインを進める中で、「読む文字は形だけと思われがち
だが、その形は声に出して読む際の音声と表裏一体の関係にあるだ
ろう」という想いを強くしたそう。だから演題も「文字のデザイン」
ではなく「言葉のデザイン」なのか、とちょっと納得したり。
　一口に「明朝体」といっても相当な種類のものがあり、それぞれ
に表情があって、その文章により「合う」ものがあるのですね。新
聞や書籍も数種見比べてみるとよいでしょうか。
　阿部先生の「みちくさ」や、藤原行成の筆致をもとにした「こう
ぜい」など、「つづけ字」となる際に、前後の関係で文字の形が変わ
るという、面白みのある書体もあるのですね。
　現在では、紙に印刷されるだけでなく、パソコンやスマホなどデ
ジタルデバイスで読まれることを前提に書体もデザインしているそ
うで、無味乾燥な文字でなく温かみややさしさが伝わるフォントデ
ザインが大事になるでしょう、と。
　阿部先生のこれからのフォントデザインに期待しています。 
� 「まなびのめ」編集部　川又進

「学び」イベントに参加したら
　　　　　　　　　  感想を書こう！

参加体験記

粗
品

進
呈

。すまいてしち待おをトーポレや想感のトンベイ」び学「、たれさ加参が様皆の者読
掲載採用させていただいた方のうち毎号1名様に1000円分の図書カードを進呈！
ご投稿いただいた全員にもれなく粗品をプレゼント！
※採用の可否、図書カード当選者は編集部に一任いただきます。
■投稿方法　はがき、FAX、E-mail、Web版投稿フォームにて受付。
■投稿先　　「まなびのめ」編集部　　※詳細は最終ページをご覧ください。


